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茅ヶ崎ビーチ・ミニ・ラグビーの競技規則

　以下に示す以外の協議規則に関しては、日本ラグビーフットボール協会制定の本年度競技規則に準ずるものとする。

Ⅰ　プレーヤー

プレーヤーは各学年別にグループ分けすることを原則とする。

Ⅱ　チーム

　チームは５人（フォワード１人、スクラムハーフ１人、バックス３人）により構成される。選手の交代はプレーが途切れた時点で随時行うことができる。（交代に際しては、ゲームコーチがレフリーに申告し、速やかに交代する。再出場も可。）

Ⅲ　競技場

　フィールドオブプレーの広さは以下のとおりとする。地面は砂であることが望ましい。


Ⅳ　プレーヤーの服装

　原則として、プレーヤーはチームで統一されたジャージー及びパンツを着用する。シューズの着用は禁止とし、裸足あるいはソックスのみの着用とする。また、試合中のプレーヤーは、必ずヘッドキャップを着用するものとする。

Ⅴ　試合時間

　7分ハーフ以内とする。ハーフタイムは３分を目安とし、試合中必要な場合は、ウォーターブレイクをとることができる。

Ⅵ　ボール

　中学年、高学年は４号ボール、低学年は３号ボールを使用する。

Ⅶ　競技方法

１．キックオフ及びドロップアウト

　キックオフ、ドロップアウトは行わず、代わりにキックオフはハーフウェイライン中央において、ドロップアウトはゴールライン中央より５メートルフィールドオブプレーに入った地点にて、タップキックからのパスとする。その際、相手側はタップキックの行われる地点からゴールラインに平行して少なくても５メートル下がらなくてはならない。

　得点後のキックオフは、得点された側のチームがハーフウェイライン中央において、タップキックからのパスとする。

２．キック

　プレーを開始及び再開するためのタップキック以外のキックは禁止であり、これに反した場合はキックが行われた地点で相手にスクラムが与えられる。

３．スクラム

（１）スクラムはフロントロー１人で構成する。

（２）スクラムを組み合う際、双方のフロントローは左右の足の位置をスクエアにして、相手の上腕に軽く触れ、その後穏やかに組み合う。その際、お互いのフロントローは、右手は相手フロントローの左腕の外側になるようにして、相手フロントローのジャージーの背中または脇をつかむ。

（３）頭と肩が腰より低くならないようにまっすぐ組む。

（４）スクラムが終了するまでバインドしていなければならない。

（５）ボール投入は行わず、その代わりにあらかじめプレーヤーのかかとの後ろに置く。

（６）防御側のスクラムハーフのオフサイドラインは、スクラムを組んでいる味方プレーヤーの後方の足を通りゴールラインに平行な線である。ただし、スクラムから１メートル以上離れるプレーヤーはスクラムハーフではなく、バックスと見なされる。

（７）防御側のバックスのオフサイドラインは、スクラムを組んでいる味方プレーヤーの後方の足から３メートル下がったゴールラインに平行な線である。

（８）スクラムの解消は、学年別に以下のようにする。

高学年：スクラムハーフがボールに触れた時点とする。
また、そのままハーフがボールを持ち、プレーしてもよい（いわゆるもぐりプレーあり）。
中学年：スクラムハーフがパスをして手からボールが離れた時点。
　　また、スクラムハーフは、必ずパスアウトをしなければならない。

小学年：スクラムハーフがパスを投げて、その他プレーヤーがキャッチした時点

４．ラインアウト

　ラインアウトは行わない。ボールがタッチになった場合、タッチになった地点がゴールラインから５メートル以内の場合はゴールラインから５メートルの地点より、それ以外はタッチになった地点より、投入側のプレーヤーが味方側にパスを行う。その際相手側はボールがタッチになった地点より３メートル下がり、ボールの投入を妨害してはならない。（オフサイドの解消は、投入プレーヤーの手からボールが離れた瞬間とする。）

５．ゴールキック

　トライ後のゴールキックは行わない。

６．ファールプレー及びペナルティ

　防御の際に、相手をしっかりバインドせずに振り回すプレー、タッチの外に突き出したりするプレーは危険な行為であり、ファールプレーである。

　すべてのペナルティにおいて、反則を犯さなかった側はタップキックによってプレーを再開する。その際、相手側は反則のあった地点からゴールラインに平行して、少なくても５メートル下がる。反則の地点がゴールラインから５ｍ以内の場合、マークは反則の地点を通る線上、ゴールラインから５ｍの地点となる（この場合、早いリスタートはしない）。フリーキックも同様である。なおペナルティキックあるいはフリーキックにおいてタップキックするプレーヤーは、ボールを明確に蹴らなくてはならない。（この場合のタップキックとは、ボールを地面に置き、いずれかの方向にボールを明確に蹴り進めることである。）
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